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マッハ数が 100 程度で、上流プラズマが weakly magnetized（電子プラズマ振動数／電子磁場旋回振動数～100

程度）である衝撃波（超新星残骸に伴う衝撃波等がターゲットとなるであろう）において、その先端部に非常に小

スケールかつ大振幅な変動磁場構造が形成される。この磁場構造は空間的には大きく変動するが、時間的には、そ

の全体的な形状を殆ど変えないで伝播する。衝撃波遷移層の強い電子加熱がイオン音波モードの擾乱を良く保つこ

とが出来るため、イオン位相空間中に渦構造（イオンホール）が多数生じ、そのポテンシャルのセパラトリクスに

電子がトラップされ、磁場の変動を生み出す。その形成過程において極短時間に、高エネルギー電子・イオンが生

成される。エネルギー散逸は衝撃波遷移層の中で殆ど終了されるため、下流には無散逸な磁気ソリトンの連なりが

見られる。以上の結果は質量比（イオン／電子）100 の１次元 particle-in-cell シミュレーションによるもので

ある。 


